
男性(5種類) 胃がん、肺がん、大腸がん、膵臓がん、前⽴腺がん
25,000円 ＋ 税

⼥性(6種類) 胃がん、肺がん、大腸がん、膵臓がん、乳がん、⼦宮・卵巣がん

検査の対象となる「がん」の種類

検査前の注意事項

○胃がん、肺がん、大腸がん、膵臓がん、乳がん：25~90歳
○前⽴腺がん：40~90歳 ○⼦宮・卵巣がん：20~80歳対象年齢

薬剤の検査への影響に関しては分かっ
ておりません。検査当日のお薬の服用
方法については、事前に主治医にご相
談の上、その指示に従ってください。

食事

正しい検査結果を得るために、で
きるだけ検査当日朝の運動はお
控えください。

検査前８時間以内に、水以
外（食事、サプリメント等）は
摂らないでください。

お薬運動
事前に
相談を

検査前8時間は
水以外は

当日朝は

アミノインデックス®がんリスクスクリーニング検査（AICS®）
少量の採⾎（5mL程度）で、現在「がん」である可能性を3段階（ランクA、B、C）で評価
します。早期のがんにも対応しています。

アミノインデックス検査で

がんの可能性を評価

◇死亡率構成割合（人口10万対） ◇５年相対⽣存率
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がんは早期に発⾒されれば、治療効果が
期待できます。

日本人のおよそ3人に１人はがんで死亡して
います。

厚⽣労働省人⼝動態統計年報 2015年主要統計表より 国⽴がん研究センターがん情報サービス がんの統計2016より
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悪性新⽣物 心疾患 肺炎 脳血管疾患 ⽼衰 その他

（2006〜2008年診断例）

がんのリスクスクリーニング検査を活用し、医師と相談のうえ精密検査を受診することで、がんの早期発⾒・早期治療につながります。

○この検査は、がんである可能性を評価する検査で、がんであるか否かをはっきりと判断するものではありません。
ランクAでもがんでないとは⾔い切れません。ランクBやCであっても必ずがんであるということではありません。

○この検査は、採血を⾏った時の、がんである可能性を評価する検査です。⽣涯に渡ってのリスクを予測するものではありません。AICS®は、その他
の検査結果とともに総合的に判断されるものです。

○⼦宮がん・卵巣がんは、⼦宮頸がん、⼦宮体がん、卵巣がんのいずれかのがんである可能性について評価することはできますが、それぞれのがんの
可能性について区別することはできません。

※AICS®は上記年齢の日本人を対象として開発された検査です。これらの方以外の結果は報告されますが、評価対象外となります。
※検査時に妊娠されている方、授乳中の方、がん患者（治療中を含む）の方、先天性代謝異常の方、透析患者の方は、数値に影響が出ますので、検査
は受けられません。

〒302-0011 茨城県取手市井野268

医療法人社団 輝峰会 東取手病院
TEL：0297-84-1321

◆お申込み･お問合せはこちらまで◆
東取手病院 健診センター


